
物研究部会，1975）には掲載されていない．しかしながら，
福岡県にシロテンマが自生することは，北九州植物友の会
会員や植物調査者の一部に知られている．ここでは，これ
までに正式に報告されていなかった福岡県におけるシロテ
ンマの分布情報を整理して報告する．
シロテンマの自生地は，福岡県内に 5 地点知られており，

このうち 4 地点は英彦山地，1 地点は脊振山地に存在する．
便宜的に，英彦山地の地点を Site 1～Site 4，脊振山地の地
点を Site 5 として，これまでの確認年・確認状況を整理し
た（Table 1）.
シロテンマが福岡県内で最初に確認された地点は，英彦
山地の Site 1 であり，北九州植物友の会の時田房恵氏らが
1993年 7月 22日に開花個体を発見した（北九州植物友の会，
1994）．次に，Site 1 から数十メートル離れた Site 2 で，同
会の今林虎男氏が 1998年 7月 9日にシロテンマの開花個体
を発見した（北九州植物友の会，2000）．ただし，Site 1 で
発見された個体はナヨテンマ Gastrodia gracilis として当初
発表されており（北九州植物友の会，1994），Site 2 での発
見時に今林虎男氏により再検討されたが，シロテンマであ
るという判断には至らなかった（北九州植物友の会，2000）．

なおシロテンマは，ナヨテンマとは唇弁の辺縁が細裂する
点で容易に識別できる（遊川，2015）．一方，生長の悪いオ
ニノヤガラとの識別は難しい可能性がある．更に，オニノ
ヤガラとの形態差については，シロテンマの希少性が高い
ために研究が進んでおらず，詳述された文献が存在しない．
本研究においても，シロテンマとオニノヤガラとの形態差
を明確に述べることはできないが，参考として北九州市立
自然史・歴史博物館 (KMNH)，国立科学博物館（TNS），兵
庫県立人と自然の博物館（HYO）に収蔵されている地上茎
の大部分が採取されたシロテンマの標本を検討した．その
結果，花数は 7個（C1-245640），9個（C1-247942），10個
（KNMH-2021720GR01），14 個 で あ っ た（TNS-778774，
1278661）．後述する我々の確認個体においても同様に，花
数は 9～17 個であった．遊川（2015）において，オニノヤ
ガラの花数は 20～50 個とされているため，Kitagawa
（1939）が示した特徴に加え，花数が 17 個以下であること
でシロテンマを概ね区別することができると考えられる．
時田氏と今林氏らが発見した各個体は，各会報に掲載され
た生態写真と特徴より，Site 1 の個体は花が白色で 7 個，
Site 2 の個体は花が白色で 11 個であるため，ここではシロ

テンマとして扱った．なお，各自生地の詳細な確認位置は，
各確認者が故人となられているために不明である．
その後，2007 年 7 月 21 日に英彦山地の Site 3 でシロテ

ンマが発見された（熊谷信孝氏，私信）．ここは標高約 700 
m の地点である．本地点についても標本記録は無いが，
2009 年 7 月 18 日に確認された個体の生態写真が書籍に掲
載されている（熊谷，2010）．更に，2010 年から 2019 年の
間に英彦山地の Site 4 でシロテンマが確認された（Fig. 1）．
ここは標高約 400 m に位置しており，Site 3 とは異なる場
所である．ただし，Site 1 と Site 2 の具体的な場所が不明で
あるため，Site 3 及び Site 4 との異同を明確化できない．そ
のため，正確な産地数はわからないが，英彦山地における
シロテンマの産地は最大で 4地点存在すると考えられる．
脊振山地の地点 Site 5は最も新しく発見された自生地であ

り，2019 年 7 月 29 日に標高約 700 m の地点で開花個体が
確認された．本個体は，地上部の花茎の高さ約 20 cm，9 個
の花を総状花序につけており，そのうち 5個が開花，4個は
蕾か発育不良の状態であった（Fig. 2）．なお，本個体が発見
された環境は，アカガシ Quercus acuta が優占し，ヤブツバ

キ Camellia japonica，ナツツバキ Stewartia pseudocamellia，
エゴノキ Styrax japonicus，ネズミモチ Ligustrum japonicum 
等が混生する常緑落葉混交林内の林床であった．
以上のように，福岡県内におけるシロテンマの自生地は，
英彦山地に最大 4 地点，脊振山地に 1 地点存在することが
明らかになった．なお，いずれの場所においても確認され
ている個体数はごく僅かであるほか，各個体は毎年開花す
るわけではなく（田中孝治，私信），開花後 3～4 年間地上
に出現しない場合もある（熊谷信孝，私信）．このように発
見が困難であり，正確な分布状況が把握できていないため，
これらの個体群の生育環境を改変しないよう，保護するこ
とが望まれる．証拠標本として，英彦山地の Site 2 及び
Site 4 と背振山地の Site 5 の各個体の標本（花茎の一部）が
北九州市立自然史・歴史博物館（KMNH）へ収蔵されている．
現在，シロテンマはオニノヤガラの変種，または品種と
して区別されているが，オニノヤガラと日本産のシロテン
マとでは，開花フェノロジーが異なるかもしれない．例え
ば近畿地方の低地では，オニノヤガラの開花時期が 6 月上
旬頃なのに対し，シロテンマの開花時期は 7 月中旬頃であ
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る（末次健司，未発表データ）．開花フェノロジーの相違に
よる遺伝的交流の断絶は，種分化の要因となり得るため
（e.g. Sakaguchi et al., 2019），今後，オニノヤガラとシロテ
ンマに関する種生物学的検討が必要だろう．シロテンマは，
オニノヤガラの白花品種に過ぎないという考えから，オニ
ノヤガラと混同されている，或いは，認識していても特に
区別していない可能性があり，今後多くの産地が発見され
る可能性もある．近隣の植物研究者に注意を喚起したい．
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1998.7.9
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2009.7.18
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2011.7.19
2012.7.22
2016.7.17
2018.7.16
2019.7.27, 8.4
2019.7.29

Site 1
○
○
○

Site 2

○

Site 3 (ca. 700 m)

○
○

○

Site 4 (ca. 400 m)

○
○
○

 ×※1

○

Sefuri Mountains
Site 5 (ca. 700 m)

○

Number of 
Individuals

1
1
5
1
5
2
7
2
1
0
7
1
1

Condition of Flower

Flowering
Flowering
Flowering
Flowering

Flowering (4) and Bud (1)
Flowering
Flowering
Flowering
Flowering

-
Flowering

7.27: Bud, 8.4: Flowering
Flowering

Hiko Mountains
Table 1. Records of Gastrodia elata var. pallens in Fukuoka Prefecture.

Records of Gastrodia elata var. pallens (Orchidaceae) 
in Fukuoka Prefecture, Japan

Hironobu Kanemitsu1, Koji Tanaka2 and Kenji Suetsugu3

1IDEA Consultants, Inc.; 2Kitakyushu City; 3Graduate School of Science, Kobe University

（2021年7月6日受領，2021年9月17日受理）

シロテンマ Gastrodia elata Blume var. pallens Kitag.は，ラ
ン科オニノヤガラ属のオニノヤガラ Gastrodia elata Blume 
の変種に分類される菌従属栄養植物である（遊川，2015）．
本種は，中国遼寧省の標本をホロタイプとして，神奈川県
で採取された個体をパラタイプとして記載され，花茎が短
く，茎が青灰色を帯び，花色が白色である点で，オニノヤ
ガラと区別できる（Kitagawa，1939）．また津山（1952，
1956）は，花が灰帯白色で茎の色も淡く白っぽい特徴を持
つオニノヤガラは，Gastrodia gracilis Blume と誤同定される
ことが多いものの，真の G. gracilisはナヨテンマであること
を明らかにした．一方，津山（1956）は，シロテンマとオ
ニノヤガラの違いは品種レベルに過ぎないとし，シロテン
マを Gastrodia elata Blume f. pallens (Kitag.) Tuyama として，

品種に組み替えた．しかし，津山（1956）も述べているように，
単なる色素の変異体であるアオテンマ Gastrodia elata Blume 
f. viridis (Makino) Makino ex Tuyama とは異なり，シロテン
マはいくつかの形態学的特徴に基づきオニノヤガラから区
別できる可能性が高い．そのため，シロテンマは現在でも
オニノヤガラの変種として扱われることが多く（遊川，
2015；環境省，2020），我々もその見解に従った．本種は，
日本においては，岩手県から大分県や長崎県まで広く分布
しているが（大分県，2011；岩手県，2014；長崎県，2017），
環境省レッドリストでは絶滅危惧 IA 類（CR）に選定され
る稀な種である（環境省，2020）．
福岡県におけるシロテンマの分布情報は，福岡県植物目
録（中島，1952）および福岡県植物誌（福岡県高等学校生

1812-0055　福岡市東区東浜1-5-12　いであ株式会社
2803-0264　福岡県北九州市小倉南区

3657-8501　神戸市灘区六甲台町1-1　神戸大学理学研究科

※1: We could not find terrestrial stems.



2 金光浩伸・田中孝治・末次健司 福岡県のシロテンマ 3

 

物研究部会，1975）には掲載されていない．しかしながら，
福岡県にシロテンマが自生することは，北九州植物友の会
会員や植物調査者の一部に知られている．ここでは，これ
までに正式に報告されていなかった福岡県におけるシロテ
ンマの分布情報を整理して報告する．
シロテンマの自生地は，福岡県内に 5 地点知られており，

このうち 4 地点は英彦山地，1 地点は脊振山地に存在する．
便宜的に，英彦山地の地点を Site 1～Site 4，脊振山地の地
点を Site 5 として，これまでの確認年・確認状況を整理し
た（Table 1）.
シロテンマが福岡県内で最初に確認された地点は，英彦
山地の Site 1 であり，北九州植物友の会の時田房恵氏らが
1993年 7月 22日に開花個体を発見した（北九州植物友の会，
1994）．次に，Site 1 から数十メートル離れた Site 2 で，同
会の今林虎男氏が 1998年 7月 9日にシロテンマの開花個体
を発見した（北九州植物友の会，2000）．ただし，Site 1 で
発見された個体はナヨテンマ Gastrodia gracilis として当初
発表されており（北九州植物友の会，1994），Site 2 での発
見時に今林虎男氏により再検討されたが，シロテンマであ
るという判断には至らなかった（北九州植物友の会，2000）．

なおシロテンマは，ナヨテンマとは唇弁の辺縁が細裂する
点で容易に識別できる（遊川，2015）．一方，生長の悪いオ
ニノヤガラとの識別は難しい可能性がある．更に，オニノ
ヤガラとの形態差については，シロテンマの希少性が高い
ために研究が進んでおらず，詳述された文献が存在しない．
本研究においても，シロテンマとオニノヤガラとの形態差
を明確に述べることはできないが，参考として北九州市立
自然史・歴史博物館 (KMNH)，国立科学博物館（TNS），兵
庫県立人と自然の博物館（HYO）に収蔵されている地上茎
の大部分が採取されたシロテンマの標本を検討した．その
結果，花数は 7個（C1-245640），9個（C1-247942），10個
（KNMH-2021720GR01），14 個 で あ っ た（TNS-778774，
1278661）．後述する我々の確認個体においても同様に，花
数は 9～17 個であった．遊川（2015）において，オニノヤ
ガラの花数は 20～50 個とされているため，Kitagawa
（1939）が示した特徴に加え，花数が 17 個以下であること
でシロテンマを概ね区別することができると考えられる．
時田氏と今林氏らが発見した各個体は，各会報に掲載され
た生態写真と特徴より，Site 1 の個体は花が白色で 7 個，
Site 2 の個体は花が白色で 11 個であるため，ここではシロ

テンマとして扱った．なお，各自生地の詳細な確認位置は，
各確認者が故人となられているために不明である．
その後，2007 年 7 月 21 日に英彦山地の Site 3 でシロテ

ンマが発見された（熊谷信孝氏，私信）．ここは標高約 700 
m の地点である．本地点についても標本記録は無いが，
2009 年 7 月 18 日に確認された個体の生態写真が書籍に掲
載されている（熊谷，2010）．更に，2010 年から 2019 年の
間に英彦山地の Site 4 でシロテンマが確認された（Fig. 1）．
ここは標高約 400 m に位置しており，Site 3 とは異なる場
所である．ただし，Site 1 と Site 2 の具体的な場所が不明で
あるため，Site 3 及び Site 4 との異同を明確化できない．そ
のため，正確な産地数はわからないが，英彦山地における
シロテンマの産地は最大で 4地点存在すると考えられる．
脊振山地の地点 Site 5は最も新しく発見された自生地であ

り，2019 年 7 月 29 日に標高約 700 m の地点で開花個体が
確認された．本個体は，地上部の花茎の高さ約 20 cm，9 個
の花を総状花序につけており，そのうち 5個が開花，4個は
蕾か発育不良の状態であった（Fig. 2）．なお，本個体が発見
された環境は，アカガシ Quercus acuta が優占し，ヤブツバ

キ Camellia japonica，ナツツバキ Stewartia pseudocamellia，
エゴノキ Styrax japonicus，ネズミモチ Ligustrum japonicum 
等が混生する常緑落葉混交林内の林床であった．
以上のように，福岡県内におけるシロテンマの自生地は，
英彦山地に最大 4 地点，脊振山地に 1 地点存在することが
明らかになった．なお，いずれの場所においても確認され
ている個体数はごく僅かであるほか，各個体は毎年開花す
るわけではなく（田中孝治，私信），開花後 3～4 年間地上
に出現しない場合もある（熊谷信孝，私信）．このように発
見が困難であり，正確な分布状況が把握できていないため，
これらの個体群の生育環境を改変しないよう，保護するこ
とが望まれる．証拠標本として，英彦山地の Site 2 及び
Site 4 と背振山地の Site 5 の各個体の標本（花茎の一部）が
北九州市立自然史・歴史博物館（KMNH）へ収蔵されている．
現在，シロテンマはオニノヤガラの変種，または品種と
して区別されているが，オニノヤガラと日本産のシロテン
マとでは，開花フェノロジーが異なるかもしれない．例え
ば近畿地方の低地では，オニノヤガラの開花時期が 6 月上
旬頃なのに対し，シロテンマの開花時期は 7 月中旬頃であ

る（末次健司，未発表データ）．開花フェノロジーの相違に
よる遺伝的交流の断絶は，種分化の要因となり得るため
（e.g. Sakaguchi et al., 2019），今後，オニノヤガラとシロテ
ンマに関する種生物学的検討が必要だろう．シロテンマは，
オニノヤガラの白花品種に過ぎないという考えから，オニ
ノヤガラと混同されている，或いは，認識していても特に
区別していない可能性があり，今後多くの産地が発見され
る可能性もある．近隣の植物研究者に注意を喚起したい．
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Figure 1. Gastrodia elata Blume var. pallens Kitag. at Hiko Mountains (Site 4) in Fukuoka Prefecture. All photos were taken at 
Site 4 by Koji Tanaka, A: 17 Jul. 2010, B: 19 Jul. 2011, C: 22 Jul. 2012, D: 27 Jul. 2019.

Figure 2. Gastrodia elata Blume var. pallens Kitag. at Sefuri Mountains (Site 5) in Fukuoka Prefecture. A, inflorescence; B, 
close-up of inflorescence; C, lateral view of flower; D, finely dissected apical margin of lip; E, habitat. All photos were taken 
by Hironobu Kanemitsu on 29 Jul. 2019.

シロテンマ Gastrodia elata Blume var. pallens Kitag.は，ラ
ン科オニノヤガラ属のオニノヤガラ Gastrodia elata Blume 
の変種に分類される菌従属栄養植物である（遊川，2015）．
本種は，中国遼寧省の標本をホロタイプとして，神奈川県
で採取された個体をパラタイプとして記載され，花茎が短
く，茎が青灰色を帯び，花色が白色である点で，オニノヤ
ガラと区別できる（Kitagawa，1939）．また津山（1952，
1956）は，花が灰帯白色で茎の色も淡く白っぽい特徴を持
つオニノヤガラは，Gastrodia gracilis Blume と誤同定される
ことが多いものの，真の G. gracilisはナヨテンマであること
を明らかにした．一方，津山（1956）は，シロテンマとオ
ニノヤガラの違いは品種レベルに過ぎないとし，シロテン
マを Gastrodia elata Blume f. pallens (Kitag.) Tuyama として，

品種に組み替えた．しかし，津山（1956）も述べているように，
単なる色素の変異体であるアオテンマ Gastrodia elata Blume 
f. viridis (Makino) Makino ex Tuyama とは異なり，シロテン
マはいくつかの形態学的特徴に基づきオニノヤガラから区
別できる可能性が高い．そのため，シロテンマは現在でも
オニノヤガラの変種として扱われることが多く（遊川，
2015；環境省，2020），我々もその見解に従った．本種は，
日本においては，岩手県から大分県や長崎県まで広く分布
しているが（大分県，2011；岩手県，2014；長崎県，2017），
環境省レッドリストでは絶滅危惧 IA 類（CR）に選定され
る稀な種である（環境省，2020）．
福岡県におけるシロテンマの分布情報は，福岡県植物目
録（中島，1952）および福岡県植物誌（福岡県高等学校生
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物研究部会，1975）には掲載されていない．しかしながら，
福岡県にシロテンマが自生することは，北九州植物友の会
会員や植物調査者の一部に知られている．ここでは，これ
までに正式に報告されていなかった福岡県におけるシロテ
ンマの分布情報を整理して報告する．
シロテンマの自生地は，福岡県内に 5 地点知られており，

このうち 4 地点は英彦山地，1 地点は脊振山地に存在する．
便宜的に，英彦山地の地点を Site 1～Site 4，脊振山地の地
点を Site 5 として，これまでの確認年・確認状況を整理し
た（Table 1）.
シロテンマが福岡県内で最初に確認された地点は，英彦
山地の Site 1 であり，北九州植物友の会の時田房恵氏らが
1993年 7月 22日に開花個体を発見した（北九州植物友の会，
1994）．次に，Site 1 から数十メートル離れた Site 2 で，同
会の今林虎男氏が 1998年 7月 9日にシロテンマの開花個体
を発見した（北九州植物友の会，2000）．ただし，Site 1 で
発見された個体はナヨテンマ Gastrodia gracilis として当初
発表されており（北九州植物友の会，1994），Site 2 での発
見時に今林虎男氏により再検討されたが，シロテンマであ
るという判断には至らなかった（北九州植物友の会，2000）．

なおシロテンマは，ナヨテンマとは唇弁の辺縁が細裂する
点で容易に識別できる（遊川，2015）．一方，生長の悪いオ
ニノヤガラとの識別は難しい可能性がある．更に，オニノ
ヤガラとの形態差については，シロテンマの希少性が高い
ために研究が進んでおらず，詳述された文献が存在しない．
本研究においても，シロテンマとオニノヤガラとの形態差
を明確に述べることはできないが，参考として北九州市立
自然史・歴史博物館 (KMNH)，国立科学博物館（TNS），兵
庫県立人と自然の博物館（HYO）に収蔵されている地上茎
の大部分が採取されたシロテンマの標本を検討した．その
結果，花数は 7個（C1-245640），9個（C1-247942），10個
（KNMH-2021720GR01），14 個 で あ っ た（TNS-778774，
1278661）．後述する我々の確認個体においても同様に，花
数は 9～17 個であった．遊川（2015）において，オニノヤ
ガラの花数は 20～50 個とされているため，Kitagawa
（1939）が示した特徴に加え，花数が 17 個以下であること
でシロテンマを概ね区別することができると考えられる．
時田氏と今林氏らが発見した各個体は，各会報に掲載され
た生態写真と特徴より，Site 1 の個体は花が白色で 7 個，
Site 2 の個体は花が白色で 11 個であるため，ここではシロ

テンマとして扱った．なお，各自生地の詳細な確認位置は，
各確認者が故人となられているために不明である．
その後，2007 年 7 月 21 日に英彦山地の Site 3 でシロテ

ンマが発見された（熊谷信孝氏，私信）．ここは標高約 700 
m の地点である．本地点についても標本記録は無いが，
2009 年 7 月 18 日に確認された個体の生態写真が書籍に掲
載されている（熊谷，2010）．更に，2010 年から 2019 年の
間に英彦山地の Site 4 でシロテンマが確認された（Fig. 1）．
ここは標高約 400 m に位置しており，Site 3 とは異なる場
所である．ただし，Site 1 と Site 2 の具体的な場所が不明で
あるため，Site 3 及び Site 4 との異同を明確化できない．そ
のため，正確な産地数はわからないが，英彦山地における
シロテンマの産地は最大で 4地点存在すると考えられる．
脊振山地の地点 Site 5は最も新しく発見された自生地であ

り，2019 年 7 月 29 日に標高約 700 m の地点で開花個体が
確認された．本個体は，地上部の花茎の高さ約 20 cm，9 個
の花を総状花序につけており，そのうち 5個が開花，4個は
蕾か発育不良の状態であった（Fig. 2）．なお，本個体が発見
された環境は，アカガシ Quercus acuta が優占し，ヤブツバ

キ Camellia japonica，ナツツバキ Stewartia pseudocamellia，
エゴノキ Styrax japonicus，ネズミモチ Ligustrum japonicum 
等が混生する常緑落葉混交林内の林床であった．
以上のように，福岡県内におけるシロテンマの自生地は，
英彦山地に最大 4 地点，脊振山地に 1 地点存在することが
明らかになった．なお，いずれの場所においても確認され
ている個体数はごく僅かであるほか，各個体は毎年開花す
るわけではなく（田中孝治，私信），開花後 3～4 年間地上
に出現しない場合もある（熊谷信孝，私信）．このように発
見が困難であり，正確な分布状況が把握できていないため，
これらの個体群の生育環境を改変しないよう，保護するこ
とが望まれる．証拠標本として，英彦山地の Site 2 及び
Site 4 と背振山地の Site 5 の各個体の標本（花茎の一部）が
北九州市立自然史・歴史博物館（KMNH）へ収蔵されている．
現在，シロテンマはオニノヤガラの変種，または品種と
して区別されているが，オニノヤガラと日本産のシロテン
マとでは，開花フェノロジーが異なるかもしれない．例え
ば近畿地方の低地では，オニノヤガラの開花時期が 6 月上
旬頃なのに対し，シロテンマの開花時期は 7 月中旬頃であ

る（末次健司，未発表データ）．開花フェノロジーの相違に
よる遺伝的交流の断絶は，種分化の要因となり得るため
（e.g. Sakaguchi et al., 2019），今後，オニノヤガラとシロテ
ンマに関する種生物学的検討が必要だろう．シロテンマは，
オニノヤガラの白花品種に過ぎないという考えから，オニ
ノヤガラと混同されている，或いは，認識していても特に
区別していない可能性があり，今後多くの産地が発見され
る可能性もある．近隣の植物研究者に注意を喚起したい．
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Figure 1. Gastrodia elata Blume var. pallens Kitag. at Hiko Mountains (Site 4) in Fukuoka Prefecture. All photos were taken at 
Site 4 by Koji Tanaka, A: 17 Jul. 2010, B: 19 Jul. 2011, C: 22 Jul. 2012, D: 27 Jul. 2019.

Figure 2. Gastrodia elata Blume var. pallens Kitag. at Sefuri Mountains (Site 5) in Fukuoka Prefecture. A, inflorescence; B, 
close-up of inflorescence; C, lateral view of flower; D, finely dissected apical margin of lip; E, habitat. All photos were taken 
by Hironobu Kanemitsu on 29 Jul. 2019.

シロテンマ Gastrodia elata Blume var. pallens Kitag.は，ラ
ン科オニノヤガラ属のオニノヤガラ Gastrodia elata Blume 
の変種に分類される菌従属栄養植物である（遊川，2015）．
本種は，中国遼寧省の標本をホロタイプとして，神奈川県
で採取された個体をパラタイプとして記載され，花茎が短
く，茎が青灰色を帯び，花色が白色である点で，オニノヤ
ガラと区別できる（Kitagawa，1939）．また津山（1952，
1956）は，花が灰帯白色で茎の色も淡く白っぽい特徴を持
つオニノヤガラは，Gastrodia gracilis Blume と誤同定される
ことが多いものの，真の G. gracilisはナヨテンマであること
を明らかにした．一方，津山（1956）は，シロテンマとオ
ニノヤガラの違いは品種レベルに過ぎないとし，シロテン
マを Gastrodia elata Blume f. pallens (Kitag.) Tuyama として，

品種に組み替えた．しかし，津山（1956）も述べているように，
単なる色素の変異体であるアオテンマ Gastrodia elata Blume 
f. viridis (Makino) Makino ex Tuyama とは異なり，シロテン
マはいくつかの形態学的特徴に基づきオニノヤガラから区
別できる可能性が高い．そのため，シロテンマは現在でも
オニノヤガラの変種として扱われることが多く（遊川，
2015；環境省，2020），我々もその見解に従った．本種は，
日本においては，岩手県から大分県や長崎県まで広く分布
しているが（大分県，2011；岩手県，2014；長崎県，2017），
環境省レッドリストでは絶滅危惧 IA 類（CR）に選定され
る稀な種である（環境省，2020）．
福岡県におけるシロテンマの分布情報は，福岡県植物目
録（中島，1952）および福岡県植物誌（福岡県高等学校生
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会員や植物調査者の一部に知られている．ここでは，これ
までに正式に報告されていなかった福岡県におけるシロテ
ンマの分布情報を整理して報告する．
シロテンマの自生地は，福岡県内に 5 地点知られており，

このうち 4 地点は英彦山地，1 地点は脊振山地に存在する．
便宜的に，英彦山地の地点を Site 1～Site 4，脊振山地の地
点を Site 5 として，これまでの確認年・確認状況を整理し
た（Table 1）.
シロテンマが福岡県内で最初に確認された地点は，英彦
山地の Site 1 であり，北九州植物友の会の時田房恵氏らが
1993年 7月 22日に開花個体を発見した（北九州植物友の会，
1994）．次に，Site 1 から数十メートル離れた Site 2 で，同
会の今林虎男氏が 1998年 7月 9日にシロテンマの開花個体
を発見した（北九州植物友の会，2000）．ただし，Site 1 で
発見された個体はナヨテンマ Gastrodia gracilis として当初
発表されており（北九州植物友の会，1994），Site 2 での発
見時に今林虎男氏により再検討されたが，シロテンマであ
るという判断には至らなかった（北九州植物友の会，2000）．

なおシロテンマは，ナヨテンマとは唇弁の辺縁が細裂する
点で容易に識別できる（遊川，2015）．一方，生長の悪いオ
ニノヤガラとの識別は難しい可能性がある．更に，オニノ
ヤガラとの形態差については，シロテンマの希少性が高い
ために研究が進んでおらず，詳述された文献が存在しない．
本研究においても，シロテンマとオニノヤガラとの形態差
を明確に述べることはできないが，参考として北九州市立
自然史・歴史博物館 (KMNH)，国立科学博物館（TNS），兵
庫県立人と自然の博物館（HYO）に収蔵されている地上茎
の大部分が採取されたシロテンマの標本を検討した．その
結果，花数は 7個（C1-245640），9個（C1-247942），10個
（KNMH-2021720GR01），14 個 で あ っ た（TNS-778774，
1278661）．後述する我々の確認個体においても同様に，花
数は 9～17 個であった．遊川（2015）において，オニノヤ
ガラの花数は 20～50 個とされているため，Kitagawa
（1939）が示した特徴に加え，花数が 17 個以下であること
でシロテンマを概ね区別することができると考えられる．
時田氏と今林氏らが発見した各個体は，各会報に掲載され
た生態写真と特徴より，Site 1 の個体は花が白色で 7 個，
Site 2 の個体は花が白色で 11 個であるため，ここではシロ

テンマとして扱った．なお，各自生地の詳細な確認位置は，
各確認者が故人となられているために不明である．
その後，2007 年 7 月 21 日に英彦山地の Site 3 でシロテ

ンマが発見された（熊谷信孝氏，私信）．ここは標高約 700 
m の地点である．本地点についても標本記録は無いが，
2009 年 7 月 18 日に確認された個体の生態写真が書籍に掲
載されている（熊谷，2010）．更に，2010 年から 2019 年の
間に英彦山地の Site 4 でシロテンマが確認された（Fig. 1）．
ここは標高約 400 m に位置しており，Site 3 とは異なる場
所である．ただし，Site 1 と Site 2 の具体的な場所が不明で
あるため，Site 3 及び Site 4 との異同を明確化できない．そ
のため，正確な産地数はわからないが，英彦山地における
シロテンマの産地は最大で 4地点存在すると考えられる．
脊振山地の地点 Site 5は最も新しく発見された自生地であ

り，2019 年 7 月 29 日に標高約 700 m の地点で開花個体が
確認された．本個体は，地上部の花茎の高さ約 20 cm，9 個
の花を総状花序につけており，そのうち 5個が開花，4個は
蕾か発育不良の状態であった（Fig. 2）．なお，本個体が発見
された環境は，アカガシ Quercus acuta が優占し，ヤブツバ

キ Camellia japonica，ナツツバキ Stewartia pseudocamellia，
エゴノキ Styrax japonicus，ネズミモチ Ligustrum japonicum 
等が混生する常緑落葉混交林内の林床であった．
以上のように，福岡県内におけるシロテンマの自生地は，
英彦山地に最大 4 地点，脊振山地に 1 地点存在することが
明らかになった．なお，いずれの場所においても確認され
ている個体数はごく僅かであるほか，各個体は毎年開花す
るわけではなく（田中孝治，私信），開花後 3～4 年間地上
に出現しない場合もある（熊谷信孝，私信）．このように発
見が困難であり，正確な分布状況が把握できていないため，
これらの個体群の生育環境を改変しないよう，保護するこ
とが望まれる．証拠標本として，英彦山地の Site 2 及び
Site 4 と背振山地の Site 5 の各個体の標本（花茎の一部）が
北九州市立自然史・歴史博物館（KMNH）へ収蔵されている．
現在，シロテンマはオニノヤガラの変種，または品種と
して区別されているが，オニノヤガラと日本産のシロテン
マとでは，開花フェノロジーが異なるかもしれない．例え
ば近畿地方の低地では，オニノヤガラの開花時期が 6 月上
旬頃なのに対し，シロテンマの開花時期は 7 月中旬頃であ

4 金光浩伸・田中孝治・末次健司

る（末次健司，未発表データ）．開花フェノロジーの相違に
よる遺伝的交流の断絶は，種分化の要因となり得るため
（e.g. Sakaguchi et al., 2019），今後，オニノヤガラとシロテ
ンマに関する種生物学的検討が必要だろう．シロテンマは，
オニノヤガラの白花品種に過ぎないという考えから，オニ
ノヤガラと混同されている，或いは，認識していても特に
区別していない可能性があり，今後多くの産地が発見され
る可能性もある．近隣の植物研究者に注意を喚起したい．
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シロテンマ Gastrodia elata Blume var. pallens Kitag.は，ラ
ン科オニノヤガラ属のオニノヤガラ Gastrodia elata Blume 
の変種に分類される菌従属栄養植物である（遊川，2015）．
本種は，中国遼寧省の標本をホロタイプとして，神奈川県
で採取された個体をパラタイプとして記載され，花茎が短
く，茎が青灰色を帯び，花色が白色である点で，オニノヤ
ガラと区別できる（Kitagawa，1939）．また津山（1952，
1956）は，花が灰帯白色で茎の色も淡く白っぽい特徴を持
つオニノヤガラは，Gastrodia gracilis Blume と誤同定される
ことが多いものの，真の G. gracilisはナヨテンマであること
を明らかにした．一方，津山（1956）は，シロテンマとオ
ニノヤガラの違いは品種レベルに過ぎないとし，シロテン
マを Gastrodia elata Blume f. pallens (Kitag.) Tuyama として，

品種に組み替えた．しかし，津山（1956）も述べているように，
単なる色素の変異体であるアオテンマ Gastrodia elata Blume 
f. viridis (Makino) Makino ex Tuyama とは異なり，シロテン
マはいくつかの形態学的特徴に基づきオニノヤガラから区
別できる可能性が高い．そのため，シロテンマは現在でも
オニノヤガラの変種として扱われることが多く（遊川，
2015；環境省，2020），我々もその見解に従った．本種は，
日本においては，岩手県から大分県や長崎県まで広く分布
しているが（大分県，2011；岩手県，2014；長崎県，2017），
環境省レッドリストでは絶滅危惧 IA 類（CR）に選定され
る稀な種である（環境省，2020）．
福岡県におけるシロテンマの分布情報は，福岡県植物目
録（中島，1952）および福岡県植物誌（福岡県高等学校生

予防ガイドライン（https://www.j-muse.or.jp/02program/pdf/
200918setgaid3.pdf，2020年 6月 25日確認）」などを参考に，
感染症拡大防止のための様々な取り組みが行われている．例
えば，館内での来館者の密集を避けるための事前予約制や入
館制限の導入や，チケット購入や展示鑑賞のための動線の変
更，触ることで理解や知覚効果を深めるための展示装置の休
止や運用縮小などが多くの博物館で実施されている（成田，
2021；坂井・経塚，2021）．また，田向（2021）によると，
東京おもちゃ美術館では，頻繁な消毒を実施して，おもちゃ
の提供を行ったところ，予想以上に木のおもちゃの劣化が進
行した．このため，木のおもちゃの購入に向けクラウドファ
ンディングを実施したところ，多額の支援を得ることができ，
おもちゃの提供の継続が可能になった．さらに，徹底した 3
密対策を施した対面式の普及活動も実施されている（黒須・
鵜飼，2021；塩山，2021）．
　北九州市立自然史・歴史博物館（以下，当館とする）も，
2020（令和 2）年度末までの間では，2020年 2月 28日から
5月 18日，さらに 5月 30日から 6月 21日までののべ 104
日間は臨時休館し，5月 19日から 5月 29日まで，および 6
月 22日から 8月 7日までの 42日間は平日のみの開館とした．
また，2020 年度に予定していた春と夏の特別展の開催を見
送ったが，2021年 1月 2日から 2月 14日には冬の特別展「名
刀「博多藤四郎」の輝き－戦国時代を生き抜いた武士の絆－」
を，2021 年 3 月 6 日から 4 月 4 日には春の特別展「わたし
たち『収蔵庫』にいるんです－あつめる　まもる　つなげる
（以下，収蔵庫展とする）」を実施した．
　本報告では，収蔵庫展を，コロナ禍下でも安全に，安心して，
楽しみながら観覧できる特別展とすべく導入した展示手法を
報告する．あわせて，観覧者へのアンケートによる当該展示
手法の効果の検証結果を報告する．

材料と方法

（1）特別展の概要
　収蔵庫展は，博物館は資料の収集・整理保管・調査研究を
行う施設であり，それら活動を展示や普及活動に活かしてい
ることを広く知ってもらうことを目的（展示のメッセージ）
とした．この目的の達成に向け，普段は収蔵庫に保管してい
る自然史資料を題材に，資料に内包された学術的情報のみな
らず，資料が博物館に収蔵されるまでの工程や，資料と博物
館内外の人々とのつながりなどを，「博物館の役割」，「バッ
クヤードの様々な仕事」，「時を超えたメッセージ－地学系資
料」，「今を保存する－生物系資料」の 4コーナー（大コーナー）
を設置して紹介した．あわせて，自然史資料は，歴史資料と
異なり文化財保護法のいう「文化財」に位置付けられること
はないが，我々にとっての重要な資料であることに相違ない
ため，「自然史財」とよび大切に保存し有効に活用していこ
うとする考え方がある（西田，2014，2015）ことも紹介した．
（2）展示手法およびアンケート調査
　展示資料や解説パネルなどの視認性を確保さらには高めつ
つ，展示室の空気が滞留しにくく，かつ来館者が密集しにく

くなる展示レイアウトを検討した．あわせて，展示をより楽
しんでもらうための仕掛けや，展示のメッセージをより多く
の観覧者に理解してもらうための方策を検討した．そして，
収蔵庫展で実施した展示手法の効果を検証するため，以下の
とおりアンケート調査を実施した．
　アンケートは，特別展の会期（2021 年 3 月 6 日から 4 月
4 日の 30 日間）をとおして実施した．アンケートにおける
質問事項は，回答者の属性（年齢，居住地，来館頻度）と特
別展についての質問とし，後者は『展示の利用し易さ』，『展
示メッセージの伝達度』，『配布物への関心度』，『特別展の総
合的な満足度』および『特別展に対する感想』とした．この
うち『展示の利用し易さ』は展示物の見やすさや動線，パネ
ルの視認性などに関する 7 問，『展示メッセージの伝達度』
は標本の意味や標本に係る博物館業務などに関する 5問，『配
布物への関心度』は展示物の写真と簡単な解説を記した無料
のカード（スペシメンカード）やチラシに関する 2 問，『特
別展の総合的な満足度』は楽しさや観覧料などに関する 4問
からなる．また，『展示の利用し易さ』，『展示メッセージの
伝達度』，『配布物への関心度』，『特別展の総合的な満足度』
は 5 択，『特別展に対する感想』は自由回答とした．なお，
回答に「どちらとも言えない」といった選択肢を加えた場合，
多くの被験者がこの回答を選ぶ傾向がある（高橋・川﨑，
2019）．このため，今回のアンケートでは，「どちらとも言
えない」は加えず，「その他」を選択肢とし，その他とした
理由を記述できる欄を設けた．
　アンケート用紙は，筆記具，回答済用紙投入箱および消毒
用アルコールとともに，特別展会場出口付近に設置したコー
ナーに設置し（図 1），観覧者に回答いただいた．この際，
博物館職員などによる記入依頼など，回答を促す方策はとら
なかった．

結　果

（1）展示手法
　当館がこれまでに行った自然史系の特別展では，移動壁
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や背丈の高い展示ケースなどを活用し，面の数を増加させ
る複雑なレイアウトを採用することが多かった．このよう
なレイアウトは，展示コーナー数や展示資料数を増やすこ
とができるが，空気が滞留しやすくなる可能性が想定され
た．また，このようなレイアウトの場合，リニア型あるい
はネックレス型といった強制動線（里見，2014）となるため，
観覧順は分かりやすいが，人気の高い一部のコーナーでの
観覧者の滞留を招きやすくなる可能性も考えられた．そこ
で，本特別展では，会場内の混み具体や展示コーナーが見
渡しやすいようになこと，空気の滞留を抑える可能性があ
ることを考慮し，移動壁や背丈の高い展示ケースの使用を
極力さけた．また①展示コーナーを可能な限り離して配置
するとともに，②各コーナーを 4 方向から見ることができる
レイアウトとすることで，動線の強制度合いを弱め，観覧
者が密にならないようにすいているコーナーから自由に観
覧できるようにした（図 2，図 3）．本報告では，これら２
点の特徴をもたせた展示手法を「島状展示」とする．なお，
自由動線下での観覧を補助するため，特別展会場内のどこ
にどのようなコーナーが設置されているのかがわかるちら
しを配布した．
　また，観覧者 1 人が確保すべき面積を半径 1 m の円と想
定し，収蔵庫展の会場レイアウト（平面図）に半径 1 m の
円を重ならないように配置した際に描けた円の数を，本特
別展の瞬間最大収容数とした（図 4）．なお，特別展初日には，
会場への入場者数と退場者数から会場内の滞在者数を算出
するとともに，展示スペースを除く観覧空間の存在状況を
基に観覧者の滞留状況を目視によって評価した．その結果，
事前予約システムによる入館者制限を実施していることも

あり，会期中に設定した瞬間最大収容数に達する可能性は
低いと判断された．さらに，来館者は数人のグループを形
成して会場内を移動される場合が多かったため，観覧空間
の存在状況を基にした目視でも，滞留状況を評価すること
が可能であると考えられた．これらのため，2 日目からは
会場への入場者数と退場者数から会場内の滞在者数を算出
する方法は行わなかった．
　解説パネルの数やパネルあたりの文章量が多い場合，解
説を読んでもらえない可能性があるうえ，熱心に読んでく
れる観覧者が多い場合は観覧者の滞留が発生する可能性が
考えられた．そこで解説パネルの文字数を，一般に良いと
されているパネルあたり 150 字から 200 字程度（里見，
2014）に抑えた．あわせて，解説には専門用語をさけるなど，
小学校高学年でも理解できる平易な文章となるよう心がけ
た．
　さらに，観覧者が持参した携帯端末を用いて，展示した
解説パネルと同じ文章と，一部に限られるがより詳しい解
説を，当該展示コーナー付近に密集することなく，離れた
場所でも読むことができるよう，「ポケット学芸員」を導入
した（図 5）．ポケット学芸員とは，早稲田システム（株）
が構築した資料データベースである I. B. Museum SaaSに付
随するシステムで，専用アプリをインストールした携帯端
末で展示解説を読むことのできるサービスである（内田，
2021）．なお当館では，2020 年 5 月から常設展示室の一部
資料の解説にも本システムを導入しており，多言語（英語，
韓国語，中国語，日本語）での文字と音声の視聴が可能で
ある（日本語の音声は未提供）．
　また，観覧者に展示をより楽しんでもらうため，特別展

および常設展に展示している資料の画像と簡潔な解説を印
刷した「スペシメンカード（図 6）」を 12 種類作成し，当
該資料の展示場所付近に設置し，観覧の記念として自由に
持ち帰ってもらえるようにした．
（2）アンケートの結果
　今回のアンケートでは，312件（312名）の回答が得られた．
このうち 1 件は落書きであったため，以後の解析はこの 1

件を除く 311 件の回答を用いた．この有効回答数は，全特
別展観覧者数（17,503 名）の 1.8% に相当する．なお，設
問に全て回答していない場合も存在したが，回答が得られ
た項目は解析に供した．
　回答者の約 32%が小学生であり，20代（約 16%），40代（約
12%）が次いでいた（表 1）．この来館者の構成は，筆者ら
によるアンケート回答者以外を含む観覧者の観察結果とも

合致していた．居住地別では，市内在住者（約 51%）がほ
ぼ半数であり，北九州市外で県内在住者が約 37%，県外在
住者は約 12% であった．また，5 回以上来館したことのあ
る方が約 57% と最も多く，初めて（約 17%），2 回目（約
12%）の順であった．
　展示の利用し易さに関する設問のうち，『展示をゆっくり
見ることができたか』，『展示の細かなところまで見ること
ができたか』との問いに対しては，「できた」あるいは「や
やできた」との回答がいずれも 96% 以上であった（表 2）．
一方，『展示を見る順番』を，「とても迷った」・「少し迷った」
と回答した観覧者が約 20% 存在した．『解説パネルの見や
すさ』および『解説文の分かりやすさ』に関しては，94%
以上の観覧者が「とても見やすかった」・「やや見やすかった」

および「とても分かりやすかった」・「やや分かりやすかった」
と回答した．『解説パネルの数』に関しては，「少なすぎた」・
「やや少なかった」との回答が約 40%あったが，「多すぎた」・
「やや多かった」との回答も約 18%あった．なお，「その他」
の回答には，「ちょうどよい（良いなど類似の記述を含む）」
との記述が多かった（126 名中 98 名）．また，『ポケット学
芸員の使いやすさ』に関しては，「その他」との回答が約
65%と最も多かったが，約 33%は「とても使いやすかった」
あるいは「やや使いやすかった」と回答していた．
　展示メッセージの伝達度に関する設問では，５つの設問
の全てで，93% 以上の観覧者が，「よく分かった」・「少し分
かった」と回答した（表 3）．
　また『スペシメンカードをほしいと思ったか』との問い
に対しては，80% 以上が「とても思った」・「少し思った」
との回答であったが，「全く思わなかった」・「あまり思わな
かった」との回答も約 15%あった（表 3）．会場内で配布し
たちらしに関しては，約 90%が「とても見やすかった」・「少
し見やすかった」と回答した．
　特別展の総合的な満足度を測るための設問のうち，『特別
展は面白かったか』，『特別展は勉強になったか』，『他の特
別展も見たいと思ったか』の問いに対しては，それぞれ「と

ても面白かった」・「少し面白かった」，「とても勉強になっ
た」・「少し勉強になった」，「とても思った」・「少し思った」
との回答が 98%以上に達していた（表 4）．一方，入場料に
関しては，約 50%が「とてもやすかった」・「少しやすかった」
と回答したが，約 23%は「とても高かった」・「少し高かった」
との回答であった．この設問に対しては 27.5%の回答が「そ
の他」であったが，「適正価格（ちょうどよいなど類似の記
述を含む）」との記述が多かった（75名中 31名，なお「普通」
および「招待券」との回答が 17名および 12名）．

考　察

（1）アンケート結果
　当館では，2017 年の夏の特別展において，会期中の 2 日
間に，インタビュアーによる来館者アンケートを行ったこと
がある（真鍋ほか，2021）．その際の回答率（回答者数⁄特別
展観覧者数）は 12.3%（301 名⁄2,445 名）であった．同じ夏
の特別展において，特別展示室内に塗り絵コーナーを設け，
塗り絵台紙の裏面に簡潔な設問を記載し，塗り絵を楽しんで
もらうと同時に設問にも回答いただき，その台紙を当該コー

ナー付近の壁に貼り付けてもらうことで来館者（特に子供）
の意見を収集するアンケートも実施した（蓑島ほか，2020）．
この方法で，１問でも回答のあった台紙数（イタズラは除く）
⁄壁に貼られた全台紙数を回答率とみなした場合，32.0%
（340枚⁄1,064枚）であった．これらに対し，アンケート用紙
に自由に回答いただく今回の方法による回答率（1.8%）はか
なり低かった．
　また，インタビュアーによるアンケートでは，小学生が全
回答者の 40.4% と最も多く，次いで 30 代（21.5%），40 代
（16.0%）の順で多かった．子供の意見を収集する方法として
は適しているものと判断された後者（塗り絵法）の場合は，
6～10歳が全回答者の約 60%を占めていた．また，今回のア
ンケートで回答率の高かった年代も，小学生（31.8%），20
代（16.1%），40 代（12.2%），30 代（11.9%）の順であった，
これらのことから，当館の夏の特別展は，小学生およびその
保護者といった家族での観覧が多い傾向にあるものと考えら
れる．一方，今回のアンケートでは，20代の回答者数も多かっ
たが，この理由は特定できなかった．
　また，前述したインタビュアーによる調査の際は．可能な
限り無作為に被験者を選ぶようにしたため，回答になんらか
の偏りが存在する確率は，ある程度，低かったものと考えら
れる．これに対し，今回のアンケートでは，先述のとおり満
足度の高かった観覧者が多かったため，特別展に好印象を
持った観覧者が回答する確率が高かった可能性に留意する必
要があろう．
（2）島状展示の利用しやすさ
　加野・松本（1993）は，島状展示を，ウオールケースある
いは展示室の壁面から独立した展示室内に存在する一連の展
示ケースの集合体と捉えている．これに対し，今回の導入し
た島状展示は，加野・松本（1993）同様，ウオールケースや
展示室の壁面から独立したコーナー配置であることに加え，
各コーナーを可能な限り離して配置するとともに，各コー
ナーを 4 方向から鑑賞できる構造を伴っているという相違が
ある．
　著者らの観察では，島状展示を採用した今回の特別展では，
観覧者が自ら密となることを避け，空いているコーナーに自
発的に移動しているようであり，入館者が最多であった日（特
別展観覧者：1,975 名）でも，特別展会場が密になる様子は

見られなかった．このことから，特別展期間中に設定した最
大入館者数以下の場合では，島状展示は観覧者の滞留を抑止
する効果があったものと考えられる．
　一方，自由動線となる島状展示では，コーナーの観覧順番
が不明瞭となるため観覧者に不評である可能性が考えられた
が，展示を見る順番をとても迷ったあるいは少し迷ったと回
答したアンケート回答者は約 20%と当初の予想よりも低かっ
た．これは，今回設置した 4 つの大コーナー間の関連性が比
較的弱かったこと，コーナーの配置を示したちらしを配布し
たことなどが影響しているものと思われる．また，移動壁を
用いなかったため特別展の入場口から展示室全体を見渡すこ
とで，展示コーナー数などが容易に把握でき，観覧順や観覧
ペースを自主的に検討できた可能性がある（加野・松本，
1993）ことも影響しているものと思われる．
　このように，観覧者が密になることが軽減できたため，ほ
とんどのアンケート回答者が展示をゆっくり見ることができ
た，細かなところまで見ることができたと感じてもらえたも
のと考えられる．
　また，解説パネルの見やすさや解説文の分かりやすさもほ
とんどのアンケート回答者に好評であったが，これはパネル
あたりの文字数を制限すると同時に可能な限り平易な文章に
した効果によるものと思われる．実際，アンケートの自由記
入欄には，「簡単な言葉使いで振り仮名もあったので外国か
ら来た友人も楽しんでいた（20歳代）」などの記述があった．
　これに対し，解説パネルの数は，観覧者による捉え方がや
や別れていた．パネル数が少ないと感じた観覧者は，平易で
文字数の少ない文章と相まって，解説が物足りない，専門性
に欠けると感じたものと思われる．一方，小学生以下では，
パネル数が多い（やや多いを含む）と少ない（やや少ないを
含む）との回答数が同じであったが，それ以外の年齢層（不
明を除く）では少ない（やや少ないを含む）との回答数が多
い（やや多いを含む）との回答数を上回っていた（表 5）．従っ
て，今回展示したパネル数は，小学生以下にとっては多かっ
たことも考えられ，適切なパネル数に関しては，子供向けと
大人向けの解説パネルを併用する解説提供手法（石田ほか，
2010）の導入なども含め，さらなる検討が必要であろう．
　また，密にならないように離れた場所からも解説パネルの
文章を読んでもらうためにポケット学芸員を導入したが，こ

のシステムの利用しやすさに関しては約 65% が「その他」
との回答であり，その他と記した理由もほとんど書かれてい
なかった．これらのことから，当該選択肢を回答した観覧者
の多くは，本システムを利用しなかったものと思われる．当
該システムの利用に際しては携帯端末にアプリをインストー
ルする必要があるため，A3 サイズのパネルに使用方法を図
示し特別展会場入り口に掲示したが，あまり見てもらえな
かったのかもしれない．あるいは，解説パネル付近がそれほ
ど密にならなかったため，解説パネルをその場で読むことが
できた観覧者が多く，アプリで読む必要性を感じられなかっ
たのかもしれない．一方，本システムを利用した観覧者の多
くは，本システムが利用しやすいと回答していたことから，
解説システムとしての機能は高いものと判断された．従って，
特別展の展示解説補助として本システムの利用率を高めるた
めには，アプリのダウンロードやシステムの使用方法などに
関する見やすくよりわかりやすい説明を掲示するなどの必要
があると考えられる．
（3）展示メッセージの伝達度
　博物館は展示を行う施設であることは多くの市民に理解さ
れているが，博物館が資料の収集・整理保管・研究を行って
いることは，市民の眼にみえるものとして伝達されにくい（田
中，2015）こともあり，博物館がこのような機能を持ってい
ることは社会に浸透しているとはいいがたい．収蔵庫展での
アンケートの自由回答欄にも「博物館がそんなこと（＝標本
を集める仕事）をしていると知らなかった（40 歳代）」との
記述があった．
　アンケート結果から，本特別展をとおし，標本とは何か，
標本を集める意義，標本を研究する理由，標本を管理してい
る理由および収蔵庫がある理由は，観覧者の多くに伝わった
ものと判断される．また，「学芸員・研究者さんがふだん裏
でやっていることがどういう仕事かわかった（40歳代）」，「学
芸員さん達のする作業がみられたのも博物館の理解につなが
りました（高校生～19歳）」などの自由回答欄の記述からも，
本特別展のメッセージである博物館は資料の収集・整理保管・
調査研究を行う施設であることが，ある程度は伝わったもの
と思われる．当初は，小学生にどの程度理解してもらえるか
不安であったが，予想以上に理解してもらえたようである．
これは，文字数を制限し，平易な文章とした解説パネルを採
用したことに加え，上述のとおりゆっくりと観覧いただけた
ため，小学生とその保護者との間での展示資料や解説に関す
る対話を行う機会が増えたことも理由の一つと考えられる．
（4）コロナ禍における島状展示の効果と課題
　以上のとおり，移動壁などの使用をさけることで立体空間
に仕切りを極力設けず，コーナー間の間隔を可能な限りとり，
水平方向の観覧スペースを広くしたことで，観覧者の滞留を
軽減することができた．さらに，このような島状展示に，読
みやすくわかりやすい文章を記した解説パネルを組み合わせ
たことが，今回の展示に対する観覧者の総合的満足度を高め
る大きな要因であったと思われた．
　また，展示コーナー周辺での観覧者の混雑をより軽減する
ためには，当該コーナーと離れた場所でも解説を読むことの
できるポケット学芸員のようなシステムの導入が効果的であ

ると判断された．しかし，収蔵庫展では本システムの利用率
が低いと考えられたことから，このようなシステムをより利
用しやすくする方策を講じる必要があると考えられた．さら
に，大コーナー間の関連性・ストーリー性がより強い展示構
成の場合，島状展示の効果がどの程度なのかなど，さらなる
検討が必要であると判断された．

謝　辞

　本原稿の作成に際しては 2 名の査読者および編集委員から
多数の有益な御助言をいただいた．ここに記して感謝申し上
げる．なお本研究の一部は，JSPS科研費 JP17H02028および
JP19H01366の助成による．

引用文献

橋本佳延・小山恵．2020．誰もが関われるオンライン配信の
実践～兵庫県立人と自然の博物館（ひとはく）の場合～．
全科協News，50（6）：2–4．

石田惣・佐久間大輔・釋知恵子・和田岳．2010．生態学をテー
マとした新しい展示室–小学生でもわかるベーツ擬態，
島の生物地理学，メタ個体群を目指して–．日本生態学
会誌，60：131–135．

　　https://doi.org/10.18960/seitai.60.1_131
加野隆司・松本啓俊．1993．展示方式と鑑賞行動からみた博

物館の建築計画に関する研究　展示レイアウトおよび展
示室の形態に関する研究．日本建築学会計画系論文報告
集，454：55–64．　https://doi.org/10.3130/aijax.454.0_55

公益財団日本博物館協会．2021．新型コロナウイルスはどの
程度博物館にダメージを与えたか―緊急アンケート調査
結果報告．博物館研究，56（4）：1–3．

黒須弘美・鵜飼宏明．2021．熊本県天草地域における野外活
動体験の取り組みについて．全科協News，51（3）：8–9．

真鍋徹・蓑島悠介・上田恭一郎・下村通誉．2021．自然史系
展示における壁状集合展示が生物に対する観覧者の知覚
や興味関心に与える効果について．北九州市立自然史・
歴史博物館研究報告A類（自然史），19：5–12．

　　https://doi.org/10.34522/kmnh.19.0_5
蓑島悠介・真鍋徹・下村通誉・上田恭一郎．2020．塗り絵を

利用した子供向けアンケート手法の有効性．北九州市立
自然史・歴史博物館研究報告 A類（自然史），18：43–48．

　　https://doi.org/10.34522/kmnh.18.0_43
森裕美子．2021．発想の転換でコロナ禍をのりきる．全科協

News，51（3）：6–7．
室井宏仁・奥本素子．2020．COVID-19 感染拡大下における
博物館施設のオンライン発信の傾向と分析．科学技術コ
ミュニケーション，28：1–10．

　　https://doi.org/10.14943/95048
永田美絵．2020．プラネタリウムリモート配信の取り組みに

ついて．全科協News，50（6）：6–7．

成田孝光．2021．多摩六都科学館のハンズオン展示と環境構
築．全科協News，51（1）：2–4．

西田治文．2014．自然史資料収集とABS．植物科学最前線，
5：79–83．

西田治文．2015．自然史標本は自然史財である．学術の動向，
20（5）：40–45．　https://doi.org/10.5363/tits.20.5_40

坂井奈緒子・経塚達也．2021．コロナ禍での展示にかかわる
対策事例～人を集めすぎない策，入館制限，中止した展
示～．全科協 News，51（1）：4–6．

佐久間大輔．2020．コロナ禍で博物館の受けた影響，見えて
きた価値．文化経済学，17（2）：1–4．

　　https://doi.org/10.11195/jace.17.2_1
里見親幸．2014．博物館展示の理論と実践．同成社，東京．
渋谷美月．2021．全国のミュージアムと取り組んだ「おうち
ミュージアム」―参加ミュージアムを対象としたアン
ケート調査の結果報告―．北海道博物館研究紀要，6：
127–138．

塩山俊彦．2021．こども向け絵画造形教室のコロナ対策とそ
こから見えてきたこと．全科協News，51（3）：4–6．

高田みちよ・秀瀬みのり．2021．小さな自然博物館の小さな
工夫～あくあぴあ芥川の教育普及事業～．全科協 News，
51（3）：2–4．

高橋武則・川﨑昌．2019．アンケートによる調査と仮想実験．
日科技連，東京．

田向優．2021．展示品の 8割がハンズ・オン！　withコロナ
時代に向けての東京おもちゃ美術館の挑戦．全科協
News，51（1）：6–7．

田中善明．2015．分科会３「博物館資料をめぐる課題」．博
物館研究，50（3）：20–24．

内田剛史．2020．ミュージアムのデジタル・プラットフォー
ム「MAPPS」．博物館研究，56（3）：28–29．

渡部義弥．2020．＃エア大阪市立科学館そして大阪市立科学
館のオンライン事業の試み．全科協 News，50（6）：4–6．

要　約

　新型コロナウイルス感染症が収束しないなか，北九州市立
自然史・歴史博物館において，移動壁や背丈の高い展示ケー
スの使用を極力さけ，展示コーナーを可能な限り離して配置
するとともに各コーナーを４方向から見ることができるよう
にすることで，観覧者の滞留を防ぐことを目的とした島状展
示を導入した特別展を実施した．観覧者へのアンケートの結
果から，この展示手法は観覧者の滞留を抑える効果があった
ものと考えられた．また，島状展示に，読みやすくわかりや
すい文章を記した解説パネルを組み合わせたことで，観覧者
に展示の意図を伝えやすくできることや観覧者の展示に対す
る総合的な満足度を高めることができると考えられた．一方，
展示コーナー周辺での観覧者の混雑をより軽減するために
は，当該コーナーと離れた場所でも来館者の持参した携帯端
末を用いて展示解説を読むことのできるシステムの導入が効
果的であると判断された．しかし，今回採用した当該システ
ムの利用率は低く，このようなシステムをより利用しやすく
するためのさらなる方策が必要であると考えられた．さらに，
今回の特別展と異なり，コーナー間の関連性・ストーリー性
がより強い構成の特別展の場合，島状展示における展示意図
の伝達効果がどの程度あるのかなど，さらなる検討が必要で
あると判断された．

キーワード：アンケート調査，島状展示，自由動線，新型コ
ロナウイルス感染症

Newly adopted exhibition method and visitor’s reactions 
in the special exhibition under the COVID-19

Tohru Manabe, Nozomi Nakanishi and Yasuhiro Ota

Natural History Division, Kitakyushu Museum of Natural History and Human History

（2021年9月1日受領，2021年 10月8日受理）

ABSTRACT − The special exhibition using the island-shaped exhibition method that prevents the visitor’s 
retention in the exhibition hall by avoiding the use of the moving walls and the tall exhibition cases as much as 
possible was adopted at the Kitakyushu Museum of Natural History and Human History under the COVID-19. The 
result of the questionnaire survey on the visitors suggested that this exhibition was thought to have the effects of 
suppressing the visitors retention. It was also thought that the combination of the island-shaped exhibition and the 
explanation panels written by easy-to-read as well as easy-to-understand sentences could be possible both to make 
the intention of the exhibition easier to understand and to increase the overall satisfaction of the exhibition. On the 
other hand, the explanation system that allows visitors to read the explanations of the exhibitions using their mobile 
terminals was thought to be able to reduce the visitor’s congestion at the exhibition corners. But, the low utilization 
ratio of this explanation system suggests that the effective measures should be taken for increasing the utilization 
ratio of the system. Further analyses should be done for evaluating the effectiveness of the island-shaped exhibition 
method on the communication intention of the exhibitions having more strong exhibition messages and relevance’s 
between exhibition corners than this special exhibition.

KEY WORDS: questionnaire survey, island-shaped exhibition, free operation rout, COVID-19

は　じ　め　に

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の蔓延は，博物
館の一時的な休館など，博物館活動に停滞をもたらすことと
なった．例えば，公益財団法人日本博物館協会（2021）に
よると，同協会が実施したアンケートに回答のあった 497
館の 2020 年（暦年ベース）上期の開館日数は，前年に比べ
約 64% に減少していた．また，2020 年下期には多くの館が
開館したものの，ブロックバスターとよばれる大型展示会の
中止，事前予約制の導入，団体の受け入れ中止，地域外から
の来館者の激減などによって，4 割から 5 割程度の来館者に
とどまっていた．このような博物館にもたらされたダメージ
は，ミュージアムショップやレストラン，友の会やボランティ
ア，博物館の展示や資料を利用する外部のアーティストや研

究者など，博物館周辺の文化コミュニティにも拡大したこと
が指摘されている（佐久間，2020）．
　このようななか，休館中の博物館では，既存のニュースレ
ターを活用した幼児向けの自然観察の提案（高田・秀瀬，
2021）や，SNS やホームページなどを利用して自宅でも楽
しみながら学ぶことのできるコンテンツの発信（永田，
2020；渡部，2020；室井・奥本，2020；渋谷，2021），リモー
トでのセミナーの実施（橋本・小山，2020），外から見える
展示（森，2021）など，多彩な活動を展開してきた．休館
中の博物館が行ったこれらの活動は，博物館は不要不急の存
在ではないことを社会に再確認してもらう契機になったもの
と思われる．
　一方，博物館の再開に向けても，公益財団法人日本博物館
協会による「博物館における新型コロナウイルス感染症拡大
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